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県
民
芸
術
劇
場
は
、
優
れ
た

舞
台
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
・
体

験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
兵
庫

県
の
補
助
を
受
け
、
市
町
と
と

も
に
経
費
の
一
部
を
負
担
し
、

県
内
の
芸
術
団
体
の
協
力
を
得

て
、
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
立
施
設
で
12

公
演
を
、
小
学
校
・
高
校
の
芸

術
鑑
賞
会
と
し
て
69
公
演
を
実

施
し
ま
す
。一
般
向
け
公
演（
有

料
・
左
記
公
演
日
参
照
）
は
ど

な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
友
達
や
ご
家
族

と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
配
信
中
で
す
。

８
月
2９
日
㈰
10
時
30
分
、
14

時
＝
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
ふ
く
ろ

の
な
か
」
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

（
加
東
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

9
月
12
日
㈰
15
時
＝
「T

his�
is�T

he�Sound�of�Jazz

」

ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
あ
ま
し
ん
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
）

９
月
23
日
㈭
14
時
＝
「
佐
渡

裕
指
揮
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
管
弦
楽
団
多
可
町
公
演
」

兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦

楽
団
（
多
可
町
文
化
会
館
ベ
ル

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
）

９
月
26
日
㈰
14
時
＝
「
狂
言

　

県
内
の
市
町
ホ
ー
ル
の
活
性

化
と
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
地
域
の
異
な
る

２
つ
の
市
町
ホ
ー
ル
が
共
同
で

企
画
・
実
施
す
る
音
楽
や
演
劇

な
ど
の
公
演
を
助
成
す
る
「
市

町
ホ
ー
ル
活
用
支
援
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
3
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
6
市
町
ホ
ー
ル
で
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

の
解
説
・
狂
言　

飛と
び
こ
え越
・
附ぶ

す子

・
梟
ふ
く
ろ
う

」
大
蔵
流
狂
言
善
竹
会

（
神
河
町
中
央
公
民
館
グ
リ
ン

デ
ル
ホ
ー
ル
）

９
月
26
日
㈰
15
時
＝
「
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
・
レ
ク
イ
エ
ム
」
関

西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
（
川
西
市
キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
）

10
月
３
日
㈰
14
時
＝
「
ラ
イ

ツ
室
内
管
弦
楽
団
演
奏
会
」
ラ

イ
ツ
室
内
管
弦
楽
団
（
和
田
山

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
）

10
月
16
日
㈯
18
時
＝
「
地
元

団
体
と
の
共
演
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
＆
ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
ス
ペ
シ

ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ

Ｋ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
山
崎
文
化
会

館
）

11
月
11
日
㈭
14
時
＝
「
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
関
西
フ
ィ
ル
ハ

今
回
は
そ
の
う
ち
4
公
演
を
紹

介
し
ま
す
。

加
東
市
東
条
文
化
会
館
︵
加

東
市
︶
&
加
古
川
ウ
ェ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
︵
加
古
川
市
︶

公
演
名
／
こ
ど
も
オ
ペ
ラ
﹁
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
﹂

7
月
31
日
㈯
加
東
市
東
条
文
化

会
館
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
☎

0
7
9
5
・
４
７
・
1
5
0
0

8
月
1
日
㈰
加
古
川
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
ア
ラ
ベ
ス
ク
ホ
ー
ル

☎
0
7
9
・
4
3
3
・
１
１
０

０エ
ル
デ
ホ
ー
ル
︵
福
崎
町
︶

&
ビ
バ
ホ
ー
ル
︵
養
父
市
︶

公
演
名
／
落
語
家
　
独
演
会

令
和
4
年
3
月
（
予
定
）
福
崎

町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
☎
0
7
9
0

・
２
３
・
1
6
5
5

令
和
4
年
2
月
ま
た
は
3
月

（
予
定
）
養
父
市
立
養
父
公
民

館
☎
0
7
9
・
6
6
4
・
１
１

4
１

な
り
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の

一
人
暮
ら
し
を
久
留
米
で
し

て
い
ま
す
。
長
女
は
25
歳
。

小
学
3
年
生
か
ら
始
め
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
大
学
生

ま
で
続
け
、
就
職
活
動
を
す

る
際
は
私
の
仕
事
の
影
響
が

あ
っ
た
の
か
、『
何
か
を
作

る
』
仕
事
を
し
た
い
と
、
東

京
に
あ
る
番
組
制
作
の
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
居
心
地

の
良
い
実
家
生
活
か
ら
自
立

す
る
こ
と
で
、
親
の
あ
り
が

た
さ
を
実
感
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
残
さ
れ

た
主
人
と
私
は
、
二
人
の
子

供
達
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

勇
気
づ
け
ら
れ
、
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。＂
子
に
過

ぎ
た
る
宝
な
し
＂
と
い
う
こ

と
わ
ざ
ど
お
り
、
二
人
の
子

供
は
私
の
宝
物
で
す
。

　

そ
ん
な
私
の
ま
わ
り
は

今
、
嬉
し
い
こ
と
に
出
産
ラ

ッ
シ
ュ
で
、
み
ん
な
＂
働
く

女
性
＂
で
す
。
貧
血
で
起
き

あ
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
吐
き
悪
阻
に
苦
し
み

な
が
ら
、
一
日
中
ト
イ
レ
で

過
ご
し
た
り
…
と
体
調
の
変

化
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
母
に

な
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る

の
は
大
変
で
す
が
、
産
休
・

育
児
休
業
を
活
用
し
て
、
よ

い
意
味
で
手
抜
き
を
し
な
が

ら
子
供
と
の
時
間
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
、
生
ま
れ
て
く
る
子

供
か
ら
眼
に
は
見
え
な
い
パ

ワ
ー
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る

は
ず
だ
か
ら
。
応
援
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）

　

私
に
は
二
人
の

子
供
が
い
ま
す
。

長
男
は
27
歳
。
銀

行
マ
ン
と
し
て
働

き
始
め
て
4
年
目

の
秋
に
、
転
居
を

と
も
な
う
異
動
に

箏コースの発表会

魅
力
的
な
伝
統
文
化
を
継
続

的
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
「
伝
統
文
化
学
び
塾
」。

今
年
度
は
新
た
に
『
一
絃
須
磨

琴
コ
ー
ス
』
を
加
え
た
3
コ
ー

ス
を
県
公
館
和
風
会
議
室
に
お

い
て
実
施
し
ま
す
。

一
絃
須
磨
琴
コ
ー
ス

　

須
磨
琴
は
、
一
枚
の
板
に
一

本
の
絃
を
張
っ
た
だ
け
の
素
朴

な
琴
で
2
本
の
爪
を
指
先
に
つ

け
て
演
奏
し
ま
す
。
平
安
時
代

に
起
源
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
須

磨
琴
の
由
来
を
学
び
、
演
奏
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

9
月
26
日
㈰
に
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
「
ふ

れ
あ
い
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご
邦

楽
の
祭
典
」
で
発
表
の
機
会
を

設
け
ま
す
。

【
稽
古
日
】
①
7
月
8
日
㈭
②

7
月
1５
日
㈭
③
8
月
5
日
㈭
④

8
月
26
日
㈭
⑤
9
月
2
日
㈭
⑥

【
時
間
】
13
時
30
分
～
２
時
間

【
主
催
】
兵
庫
県
箏
絃
連
盟
・

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

長
唄
コ
ー
ス

　

歌
舞
伎
音
楽
と
し
て
発
祥

し
、
三
味
線
音
楽
と
し
て
発
展

し
た
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
で

あ
る
長
唄
を
学
び
、
師
範
や
囃

子
方
の
も
と
、
演
奏
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

令
和
4
年
3
月
5
日
㈯
又
は

6
日
㈰
に
兵
庫
県
公
館
で
開
催

す
る
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
広

場
」で
発
表
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

【
稽
古
日
】
①
令
和
4
年
1
月

12
日
㈬
②
1
月
19
日
㈬
③
2
月

2
日
㈬
④
2
月
9
日
㈬
⑤
2
月

16
日
㈬
⑥
3
月
2
日
㈬

【
時
間
】
13
時
30
分
～
2
時
間

【
主
催
】
松
耀
会
・
（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

◆
◇
◆

【
募
集
人
員
】
各
コ
ー
ス
先
着

７
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
み
方
法
】〒
住
所
、氏
名
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年
齢
、

希
望
コ
ー
ス
名
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
で
当
協
会

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
事
業
第
１
課
☎
0
7
8

・
3
2
1
・
2
0
0
2

市
総
合
文
化
会
館
赤
と
ん
ぼ

文
化
ホ
ー
ル
）

11
月
14
日
㈰
14
時
＝
「
ラ
イ

ツ
チ
ェ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

・
ス
ト
リ
ン
グ
ス
」
ラ
イ
ツ
室

内
管
弦
楽
団
（
西
脇
市
立
音
楽

ホ
ー
ル
ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
）

12
月
12
日
㈰
13
時
30
分
＝

「
11
ぴ
き
の
ね
こ
と
ぶ
た
」
人

形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
（
養
父
市
立

ビ
バ
ホ
ー
ル
）

12
月
1９
日
㈰
14
時
＝
「
名
手

達
の
共
演
、
心
に
響
く
本
物
感

動
！
」
音
楽
の
館
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
上
郡
町
生

涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
）

２
月
20
日
㈰
14
時
＝
「
11
ぴ

き
の
ね
こ
ふ
く
ろ
の
な
か
」
人

形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
（
太
子
町
立

文
化
会
館
あ
す
か
ホ
ー
ル
）

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
事
業
第
１
課
☎
0
7
8
･

3
2
1
･
2
0
0
2

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
た
つ
の

9
月
9
日
㈭
⑦
9
月
24
日
㈮

【
時
間
】
13
時
30
分
～
2
時
間

【
主
催
】
一
絃
須
磨
琴
保
存

会
・（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文

化
協
会

箏
コ
ー
ス

　

日
本
独
特
の
情
緒
を
表
現
す

る
伝
統
楽
器
・
箏
の
基
本
を
学

び
、
素
敵
な
音
色
を
響
か
せ
る

演
奏
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

一
絃
須
磨
琴
コ
ー
ス
と
同
じ

く
、
9
月
26
日
㈰
に
県
立
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご

邦
楽
の
祭
典
」
で
発
表
の
機
会

を
設
け
ま
す
。

【
稽
古
日
】
①
7
月
12
日
㈪
②

7
月
26
日
㈪
③
8
月
23
日
㈪
④

8
月
30
日
㈪
⑤
9
月
6
日
㈪
⑥

9
月
13
日
㈪
⑦
9
月
22
日
㈬

市
町
ホ
ー
ル
活
用
支
援
事
業

市
町
ホ
ー
ル
活
用
支
援
事
業

市
町
ホ
ー
ル
活
用
支
援
事
業

ホームページを
リニューアル

　

協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
や

ペ
ー
ジ
の
構

成
を
変
更
し
、

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
の

表
示
に
も
対

し
た
。

　

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
や
お
気
に
入

昨年の様子　アロージャズオーケストラ

人
や
地
域
を
元
気
に
す
る
舞
台
芸
術
を
お
届
け
し
ま
す

　
令
和
3
年
度
県
民
芸
術
劇
場
　
　

県
内
各
地
で
81
公
演
を
開
催
！
　

　
　
　
追
加
募
集
中

昨年の様子　人形劇団クラルテ

応
す
る
よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
安
全
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
強
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
更
に
な
り
ま

り
登
録
を
さ
れ

て
い
る
場
合
は

再
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

 新URL　https://hyogo-arts.or.jp/

引札（酒肴洋酒煙草 姫路市威徳寺町 田
中 戸次）明治期 兵庫県立歴史博物館蔵

広告と近代のくらし

兵庫県立歴史博物館

特別企画展

6月20日 (日)まで

　

広
告
と
し
て
の
役
割
を
も
っ

て
い
た
錦
絵
や
、
地
域
の
企
業

や
商
店
が
顧
客
に
配
布
し
て
い

た
引
札
に
は
じ
ま
り
、
近
代
の

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
新

聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
、

そ
し
て
映
画
や
イ
ベ
ン
ト
、
百

貨
店
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に

い
た
る
ま
で
、
近
代
の
社
会
で

下
無
料

※
展
覧
会
場
の
混
雑
を
緩

和
す
る
た
め
、
入
場
制
限

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館（
姫
路
市
本
町
68
）

☎
0
7
9
・
2
8
8
・

9
0
1
1

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ

ト
を
抽
選
で
5
組
10
人

に
。
応
募
方
法
は
本
紙
3

面
参
照
。
12
日
㈬
必
着

は
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
が
生
み
出

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
同
館
が
所
蔵
す

る「
入
江
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」や
「
高

橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
中
心
に

広
告
関
係
資
料
を
展
示
し
、
明

治
か
ら
大
正
、
昭
和
に
か
け
て

の
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
を
も
つ
広

告
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
、
そ

の
背
景
に
あ
る
近
代
の
く
ら
し

の
変
化
と
と
も
に
た
ど
り
ま
す
。

【
会
期
】
6
月
20
日
㈰
ま
で

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時
、

入
館
は
16
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
、
た
だ
し

5
月
3
日
は
開
館

【
観
覧
料
】大
人
5
0
0
円
（
当

協
会
友
の
会
会
員
は
4
0
0

円
）、
大
学
生
3
5
0
円
、
70

歳
以
上
2
5
0
円
、
高
校
生
以

令
和
令
和
33
年
度
年
度

伝
統
文
化
﹃
学
び
塾
﹄
受
講
生
募
集

伝
統
文
化
﹃
学
び
塾
﹄
受
講
生
募
集

令
和
3
年
度

伝
統
文
化
﹃
学
び
塾
﹄
受
講
生
募
集

　

本
紙
に
掲
載
の
情
報
は
、
4
月
25
日
の
兵
庫
県
へ
の
緊
急
事

態
宣
言
発
令
以
前
の
情
報
で
す
。
当
協
会
の
主
催
事
業
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
ま
た
は
会
場
に
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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文化振興部

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
６
５
０
︲
０
０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
︲
16
︲
３

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

https://hyogo-arts.or.jp

下
記
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま

　

兵
庫
県
生
活
文
化
大
学

は
、
皆
さ
ま
の
日
々
の
暮
ら

し
に
、
楽
し
み
・
喜
び
・
感

動
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
す
で
に
４
月
か
ら
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
・
文
化
財

・
考
古
学
・
西
洋
美
術
の
各

講
座
を
開
講
し
、
多
く
の
方

々
に
受
講
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
5
月
か
ら
音

楽
鑑
賞
講
座
、
秋
か
ら
は
ふ

る
さ
と
の
歴
史
講
座
（
姫
路

校
）
と
日
本
美
術
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

　

通
年
講
座
は
、
年
度
途
中

か
ら
の
受
講
も
受
け
付
け
て

お
り
、
受
講
回
数
に
応
じ
て

受
講
料
が
割
引
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
１
回
ご
と
の
聴

講
も
で
き
ま
す
の
で
、
年
間

▼
「
音
楽
鑑
賞
講
座
」
＊
5

月
28
日
開
講
／
㈮
10
時
～
／

講
師
：
宮
本
慶
子
（
兵
庫
県

音
楽
活
動
推
進
会
議
）
ほ
か

▼
「
日
本
美
術
講
座
」
＊
秋

開
講
予
定
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
」

と
「
西
洋
美
術
講
座
」
は
定

員
に
達
し
ま
し
た
の
で
募
集

は
終
了
し
ま
し
た
。

　

明
石
校

　
　
（
ア
ス
ピ
ア
明
石
）

▼「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
」

／
㈫
14
時
～
／
講
師
：
小
栗

栖
健
治
（
神
戸
女
子
大
学
古

典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員

研
究
員
）

　

姫
路
校

　

 （
県
立
歴
史
博
物
館
ほ
か
）

▼「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座
」

＊
9
月
8
日
開
講
／
㈬
14
時

～
／
講
師
：
埴
岡
真
弓
（
播

磨
学
研
究
所
運
営
委
員
兼
研

究
員
）

を
通
し
て
の
受
講
が
難
し
い

方
や
、
こ
の
講
座
の
こ
の
日

だ
け
を
受
講
し
た
い
と
い
う

方
に
大
変
お
す
す
め
で
す
。

　

受
講
希
望
の
方
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
生
活
文
化
大
学
の

情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

昨年の様子（ふるさとの歴史講座 神戸校）

　

美
術
館
や
博
物
館
で
開
催

さ
れ
る
展
覧
会
で
は
、
額
や

掛
軸
、屏
風
等
の
絵
画
か
ら
、

あ
た
っ
て
は
、
美
術
作
品
の

形
状
や
材
質
等
は
も
ち
ろ

ん
、
制
作
年
代
や
保
存
状
態

な
ど
、
取
り
扱
い
、
梱
包
や

輸
送
に
は
様
々
な
条
件
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
特
に
世
界
の

名
画
や
国
宝
、
重
要
文
化
財

級
の
仏
像
な
ど
、
貴
重
な
作

品
が
展
示
さ
れ
る
展
覧
会
で

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博

物
館
協
会
が
認
定
す
る
「
美

術
品
梱
包
輸
送
技
能
取
得

士
」
の
資
格
を
持
つ
輸
送
業

者
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
数
多
く

の
特
別
展
に
携
わ
っ
た
美
術

品
輸
送
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

講
師
に
招
き
、「
さ
わ
っ
て

陶
器
、
仏
像
、
染
織
、
刀
剣
、

甲
冑
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
種

類
の
美
術
品
が
出
品
さ
れ
ま

す
。
展
覧
会
を
開
催
す
る
に

生活文化大学〈短期講座〉

は
い
け
な
い
」
も
の
を
梱
包

し
、
取
り
扱
う
高
度
な
技
術

や
、
振
動
や
空
調
に
細
か
く

配
慮
し
た
輸
送
手
段
な
ど
、

著
名
な
展
覧
会
等
の
画
像
を

交
え
な
が
ら
、
知
ら
れ
ざ
る

展
覧
会
の
裏
側
に
迫
り
ま

す
。

【
講
師
】
立
河
寿
一
（
日
本

美術品輸送講座美術品輸送講座
〜輸送のエキスパートが明かす〜輸送のエキスパートが明かす

展覧会の裏側〜展覧会の裏側〜

新規募集

森狙仙 
《雨中桜五匹猿図》

江戸時代（18～19世紀）
兵庫県立美術館蔵

（頴川コレクション）

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
兵
庫
県
い
け
ば�

な
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
シ

リ
ー
ズ
す
べ
て
の
公
演
で
華

や
か
な
舞
台
花
が
飾
ら
れ
ま

す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

5　

月　

 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
35

大
森 

花 

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
～
や
さ
し
い
う
た
～

【
日
時
】
5
月
28
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
大
森�

花
、
ピ
ア
ノ
／
大
坪
健
人

安
達 

萌
＝
尼
崎
市
出
身
。

県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科

を
経
て
、
大
阪
教
育
大
学
芸

術
専
攻
、
同
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
和
歌
山
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
、
ベ
ー
テ
ン

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

大
森 
花
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

生
ま
れ
。
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
声
楽
専
攻
卒
業
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学

部
声
楽
専
攻
卒
業
、
同
大
学

院
音
楽
研
究
科
声
楽
専
攻
修

士
課
程
修
了
。
卒
業
後
は
ボ

ス
ト
ン
へ
渡
米
し
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
歌
劇
場
や
ボ
ス
ト
ン

交
響
楽
団
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
唱
団

員
と
し
て
多
く
の
公
演
に
出

演
。
現
在
は
関
西
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
Ｒ
．
シ
ュ
ー

マ
ン
／
「
女
の
愛
と
生
涯
」

作
品
42�

ほ
か

【
入
場
料
】
3
0
0
0
円

＊
い
け
ば
な
／
中
山
高
甫

（
未
生
流
中
山
文
甫
会
）

　

６　

月　
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安
達 

萌 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル【日
時
】
6
月
25
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
安
達
萌

会
第
１
位
ほ
か
。
大
阪
交
響

楽
団
、
ア
マ
ー
ビ
レ
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
共

演
。
㈱
ア
マ
ー
ビ
レ
楽
器
ピ

ア
ノ
科
特
別
講
師
、
大
阪
成

蹊
大
学
非
常
勤
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
ク
ー
プ
ラ
ン

／
恋
の
う
ぐ
い
す
、
シ
ョ
パ

ン
／
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア

ナ
ー
ト
と
華
麗
な
る
大
ポ
ロ

ネ
ー
ズ
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

／
展
覧
会
の
絵�

ほ
か

【
入
場
料
】
2
0
0
0
円

＊
い
け
ば
な
／
小
原
流

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
当
協
会
友
の
会
会
員
は
入

場
料
が
１
割
引
に
な
り
ま

す
。☆

チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て

　

各
リ
サ
イ
タ
ル
の
チ
ケ
ッ

ト
は
、
兵
庫
県
民
会
館
フ
ロ

ン
ト
で
販
売
中
で
す
。
友
の

会
会
員
は
、
購
入
時
に
必
ず

会
員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
民
会
館
☎
0
7
8
・

3
2
1
・
2
1
3
1

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!!～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

      

兵
庫
県
生
活
文
化
大
学
〈
通
年
講
座
〉

が
ス
タ
ー
ト
！      

　

年
度
途
中
か
ら
の
受
講
や

　
　
　
　
　
　
　

１
回
ご
と
の
聴
講
が
で
き
ま
す

通
運
株
式
会
社
関
西
美
術
支

店
次
長
）

【
日
時
】
7
月
24
日
㈯
14
時

～
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
３

０
３
号
室

【
受
講
料
】
一
般
１
７
０
０

円
、
会
員
１
２
０
０
円

【
定
員
】

【
定
員
】
4545
人　人　

　

先
月
の
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
た
「
頴え

川が
わ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
梅ば
い
じ
ょ
て
き

舒
適
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受

贈
記
念
展
」
の
特
別
鑑
賞
講

想
の
絵
師
」
と
呼
ば
れ
た
長

沢
芦ろ

雪せ
つ
の
水
墨
画
「
月
夜
山

水
図
」
等
の
重
要
文
化
財
や

重
要
美
術
品
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
梅
舒
適
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、
わ
が
国
を
代
表
す

る
篆
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る

梅
舒
適
の
遺
族
か
ら
受
贈
さ

れ
た
同
氏
自
身
の
作
品
、
及

び
同
氏
が
約
60
年
に
わ
た
っ

て
蒐
集
し
た
書
画
篆
刻
作
品

等
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
近

代
中
国
で
も
っ
と
も
優
れ
た

芸
術
家
と
さ
れ
る
呉ご

昌し
ょ
う

碩せ
き

の
作
品
を
中
心
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
兵
庫

座
を
兵
庫
県
立
美
術
館
と
の

共
催
で
実
施
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

同
展
覧
会
は
、
令
和
元
年

に
兵
庫
県
が
受
贈
し
た
二
つ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
お
披
露

目
す
る
記
念
展
で
す
。

　

頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

旧
頴
川
美
術
館
か
ら
受
贈
さ

れ
た
茶
道
具
や
南
画
、
近
代

絵
画
を
中
心
と
し
た
約
２
５

０
点
の
美
術
品
等
で
、
楽
焼

の
祖
・
長
次
郎
に
よ
る
「
赤

楽
茶
碗�

銘�

無む

一い
ち
物も
つ
」、「
奇

県
立
美
術
館
の
担
当
学
芸
員

に
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
い
た
だ
い

た
後
、
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

名
品
を
堪
能
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講
師
】
柏
木
知
子
（
兵
庫

県
立
美
術
館
学
芸
員
）

【
日
時
】
5
月
26
日
㈬
14
時

～
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

【
受
講
料
】
一
般
5
0
0
円
、

会
員
4
0
0
円

【
定
員
】
40
人

◆
展
覧
会
の
観
覧
料
は
受
講

料
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
文
化
大
学
〈
短
期
講
座
〉

展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座

～
頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
梅
舒
適
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

受
贈
記
念
展
～

新
規
募
集

　

ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
の
発
表

・
交
流
の
場
と
し
て
1
9
8
6

（
昭
和
61
）
年
か
ら
続
い
て
き

た
「
鈴
懸
の
径
絵
画
展
」を
、

令
和
3
年
度
か
ら
「
ふ
れ
あ

い
の
祭
典

ー

兵
庫
ふ
れ
あ

い
美
術
展
」（
会
期
12
月
24

日
～
26
日
）
と
統
合
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

事
業
名
は
「
兵
庫
ふ
れ
あ

い
美
術
展
」と
な
り
ま
す
が
、

テ
ー
マ
や
規
格
を
従
来
ど
お

り
と
す
る
『
鈴
懸
の
径
絵
画

コ
ー
ナ
ー
』
を
設
け
る
予
定

で
す
。
9
月
頃
か
ら
作
品
を

募
集
し
ま
す
の
で
引
き
続
き

の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
本
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
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㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。
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阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

館は16時 30分まで㊡月曜日、ただし 5
月3日は開館○料一般 800円、大高生 400
円、中小生200円○内テレビアニメ「サザ
エさん」をその創立当初から制作し続
けてきた、アニメ制作会社「エイケン」。
同社が 2019 年に 50 周年を迎えたこと
を記念して開かれる本展では、「サザエ
さん」を中心にアニメーションで用いら
れた原画・セル画、絵コンテ・設定資
料など、合わせて約 300 点に及ぶ貴重
な資料を展示します。○場問丹波市立植
野記念美術館☎ 0795・82・5945 ★ 1
組 2 人に。12 日㈬必着

淡　　　　　路
■増田千代松展 —仙人画家が描くノ
スタルジーな世界—
㊐ 5月30日㈰まで○時 9時～17時、入館
は16時 30分まで㊡月曜日、ただし5月
3日は開館し5月6日休館○料一般500円、
大高生 300円、中小生150円○内淡路島
が生んだ日本画の巨匠増田千代松。本
展では、平穏で美しい日本の風景を描
き続け、天性の自由人と言われた千代
松の生誕 120 年を記念して、花卉鳥獣
画を中心に、スケッチや愛用の道具な
ど約25点を展示します。○場問洲本市立
淡路文化史料館☎ 0799・24・3331

県　　　外（京都）
開館 25 周年記念　夢をめぐる
—絵画の名品より

㊐ 7月 4日㈰まで○時 10 時～ 17 時、入
館は 16 時 30 分まで㊡月曜日、ただし
5月 3 日は開館○料一般 900 円、大高生
500 円、中学生以下無料○内開館 25 周
年を記念する本展では、作品をとりま
く「夢」に焦点をあて、同館蔵品を厳
選し公開します。連作《睡蓮》をふく
むクロード・モネの代表作やアメデオ・
モディリアーニ《少女の肖像》、パブロ・
ピカソ《肘をつく女》など、名品にか
くれた、あこがれ、希望、志などの背
景をさぐりながら、さまざまな夢をめ
ぐります。○場問アサヒビール大山崎山
荘美術館☎  075・957・3123（総合案内）
★ 5組 10 人に。12 日㈬必着

展示室を整備し、古代鏡展示館が新た
に生まれ変わりました。本展では、「青
銅の響き」「青銅の時代」「唐王朝の
精華」の3つのコンセプトで作品を展示。
中国古代の楽器や青銅器、隋・唐代の
逸品を展示します。2倍に広くなった展
示空間で3つの展示をお楽しみくださ
い。○場問兵庫県立考古博物館加西分館 

「古代鏡展示館」☎0790・47・2212

中・西 播 磨
■春季特別展　創作人形の世界 渡辺
うめ人形展
㊐ 6月 6日㈰まで○時 10 時～ 17 時、入
館は 16 時 30 分まで㊡月曜日、ただし
5月 3日は開館し 5月 6日休館○料一般
310 円、大高生 210円、中小生 50円※
姫路市内在住の65歳以上無料○内渡辺う
め（1907 ～ 2014 年）は青森市に生ま
れ、昭和19年に夫の郷里である兵庫県
八鹿町（現：養父市）に移り以後但馬
で暮らしました。本展では渡辺うめの
農民人形を中心に、播磨で現在活躍す
る創作人形作家にも焦点をあて、その
作品を紹介します。○場問姫路市書写の
里・美術工芸館☎ 079・267・0301

但　　　　　馬
■—辺境の地から—　松田一戯 木彫
50 年の歩み
㊐令和 4 年 2 月 28 日㈪まで○時 9 時～
17 時、入館は 16 時 30 分まで㊡水曜
日（ただし祝日の場合は翌平日）、年
末年始○料一般 300 円、中学生以下 150
円○内大屋のアート活動を今も牽引する
松田一戯さんの作家活動 50 年を振り
返ります。何人もの人で持ち上げて組
上げる大型木彫の芸術作品から、手の
ひらにのる温かなフォークアート作
品、また木彫だけに限らず、松田さん
の絵画も展示します。ところ狭しと展
示された 50 年の歩みをぜひご覧くだ
さい。○場問おおやアート村 BIGLABO
☎ 079・669・2449

丹　　　　　波
アニメサザエさんとともに 50 年 
—エイケン制作アニメーションの

世界—
㊐ 5月 30日㈰まで○時 10時～ 17時、入

■小池喜代美卒寿写真展〈1階〉㊐ 5
月 1 日㈯～ 7日㈮○時 10 時～ 17 時、最
終日は～ 16 時○料無料○内写真約 50 点
■ 2021 兵庫縣書人聨合書作展〈2階〉
㊐5月 7日㈮～9日㈰○時 10時～17時、
最終日は～ 16 時○料無料○内書約 100 点
■第 67 回 兵庫県日本画家連盟 会員
展・公募展〈2 階〉㊐ 5 月 12 日㈬～
16 日㈰○時 10 時～ 17 時、最終日は～
16 時○料無料○内日本画約 150 点
■第 20 回 稲美会絵更紗展〈1階〉㊐
5月 14日㈮～ 16日㈰○時 10時～ 17時、
最終日は～ 16 時○料無料○内絵更紗約 30
点
■—親しめる生活美術書作品—第 74
回 一東書道会展〈1・2階〉㊐ 5月 28
日㈮～ 30 日㈰○時 10 時～ 17 時、最終
日は～ 16 時○料無料○内書約 400 点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉大森花 ソプラノコンサー
ト㊐ 5 月 8 日㈯○時 14 時○料無料出ソプ
ラノ /大森花、ピアノ /平本直規
＊いけばな／谷川善勝（東雲御流）
■兵庫二紀会選抜展〈1 階サロン内〉
㊐ 5 月 31 日㈪まで○時 10 時～ 17 時、
最終日は～ 16 時㊡水・日曜日○料無料
○内兵庫二紀会会員の洋画、造形作品 9
点

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

■第 74 回関西新制作展〈本館 1・2階、
東館1・2階〉㊐ 5月7日㈮まで○時 10 時
～ 18 時、最終日は～ 15 時○料無料○内洋
画、彫塑約 200 点
■第 62 回公募 兵庫県美術家同盟展
〈本館 1・2 階、東館 1・2 階〉㊐ 5 月
11 日㈫～ 16 日㈰○時 10 時～ 18 時、最
終日は～ 16 時○料無料○内洋画、日本画、
彫塑約 300 点
■第 37 回日本篆刻展〈本館 2階〉㊐
5月 19日㈬～ 23日㈰○時 10時～ 17時、
最終日は～ 16 時○料無料○内篆刻約 1200
点
■第 26 回ポジャギ作品展　李玉禮と
仲間達—李玉禮先生とともに—〈本館
1 階〉㊐ 5 月 21 日㈮～ 23 日㈰○時 10
時 30 分～ 16 時 30 分、最終日は～ 16
時○料無料○内ポジャギ約 250 点
■きのしたてるみ 色えんぴつアート 
教室合同展〈東館 1 階〉㊐ 5 月 26 日
㈬～ 6月 6 日㈰○時 10 時～ 17 時 30 分、
最終日は～ 16 時○料無料○内色鉛筆画等
約 100 点
■第 45 回神戸笹波会展 併催 第 19 回
神戸笹波全国学生書道展〈本館 1・2階〉
㊐5月28日㈮～30日㈰○時 10時～17時、
最終日は～16時○料無料○内書約 1500 点
■ゆとり作業所 ちぎり絵作品展〈本
館障害者アートギャラリー〉㊐ 6 月
30 日㈬まで○時 10 時～ 18 時、最終日
は～ 12 時○料無料○内ちぎり絵約 10 点

■ Curators in Panic ～ 横尾忠則
展　学芸員危機一髪
㊐ 8月22日㈰まで○時 10時～18時、入
場は17時 30分まで㊡月曜日、ただし祝
日の場合は翌平日○料一般 700円(友の会
会員は550円 )、大学生550円、70歳以
上 350円、高校生以下無料○内今年から来

毎月 1回 1日発行すずかけ・ ５ 月号⑶　令和３年５月１日

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。
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西播磨西播磨

東播磨東播磨
北播磨北播磨
神戸神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

《サザエさん》ⓒ長谷川町子美術館

アメデオ・モディリアーニ　《少女の肖像》
1９1８ 年  アサヒビール大山崎山荘美術館蔵

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

年にかけて国内外で横尾忠則の大規模
な個展が開催予定。横尾作品が収蔵庫
から消えても企画展は開催できるのか？
3名の学芸員が収蔵品の中からそれぞれ
の「推し作品」への愛情を語ります。

神　　　　　戸
特別展吉村芳生 —超絶技巧を超
えて—

㊐6月13日㈰まで○時10時～18時、入館
は17時30分まで㊡月曜日、ただし5月3
日は開館し5月6日休館○料一般1000円
（友の会会員は800円）、65歳以上・大
学生500円、高校生以下無料※神戸市
内在住の65歳以上無料○内緻密な描画を
追及し続けた鉛筆画家・吉村芳生。本
展は吉村芳生の回顧展として、初期の
モノトーンによる版画やドローイン
グ、後期の色鮮やかな花の作品、生涯
を通じて描き続けた自画像など、代表
作約60件にて吉村の全貌を伝えます。
リアルすぎるほどリアルな作品の数々
を、ぜひお楽しみください。○場問神戸
ファッション美術館☎078・858・0050
★5組10人に。12日㈬必着

阪 神 南・北
第82回企画展　手塚治虫と演劇

『七色いんこ』展
㊐6月28日㈪まで○時9時30分～17時、入
館は16時30分まで㊡水曜日、ただし5月
5日は開館○料大人700円、高中生300円、
小学生100円○内手塚治虫は医学生時代
に演劇に出会い、2年足らずと短かい期
間ですが自らも劇団に所属して舞台に
立っていました。この経験もマンガの創
作には活かされていて、時折作品の中
で緞帳や能舞台が描かれたりしていま
す。本展では、手塚の演劇歴を紹介し
た上で「七色いんこ」をはじめとして、
演劇の影響が顕著にみられる作品を紹
介します。新たな視点から、手塚作品
の魅力にふれてください。○場問宝塚市
立手塚治虫記念館☎0797・81・2970★
3組6人に。12日㈬必着

東・北 播 磨
■新展示室オープン記念展　中国王朝
の粋美
㊐9月12日㈰まで○時9時～17時、入館は
16時30分まで（フラワーセンター入園は
16時まで、退園は17時まで）㊡水曜日（5
月5日は開館）、5月6日、7月12日～16日○料一般
100円、高校生以下無料（別途フラワーセ
ンター入園料（一般500円）が必要）○内新

龍にのる

石楠花に小禽

銀
ぎん

透
すかし

彫
ぼり

禽
きん

葡
ぶ

萄
どう

唐
からくさ

草紋
もんくん

薫 球
きゅう

（香
こうのう

囊）
《個人蔵》　唐

《ジーンズ》1９８3　鉛筆／紙

七色いんこ「連載本編第1話」扉絵
1９８1年3月20日号『週刊少年チャンピオン』
掲載

朝の祈り（1９９2年制作）
養父市立全天候運動場　所蔵

©Tezuka Productions
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郎
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ピ

ッ
コ
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団
）

【
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美

々
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計
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て
―
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木
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社
）

【
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ク
の
レ
オ
タ
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）
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演
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孫�
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宏
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団
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美
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る
柳

家
喬
太
郎
。

　

一
度
聴
け
ば
必
ず
「
虜
」

に
な
る
喬
太
郎
ワ
ー
ル
ド
を
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
演
目
】
当
日
の
お
楽
し
み

（
昼
夜
で
演
目
は
異
な
り
ま

す
）

【
出
演
】
柳
家
喬
太
郎
、
柳

亭
市
弥

【
ゲ
ス
ト
】林
家
あ
ず
み
（
三

味
線
漫
談
）

【
日
時
】7
月
22
日
（
木
・
祝
）

13
時
・
17
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
4
0
0
0

円
、
Ｂ
席
3
0
0
0
円
、
Ａ

席
2
公
演
通
し
券
7
0
0
0

円
（
全
席
指
定
）

ロ
の
良
さ
を
存
分
に
味
わ
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
登
場
で
す
。

【
曲
目
】
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
／
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ�

第

2
番
よ
り�

第
1
楽
章
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
／
チ
ェ
ロ
・
ソ

ナ
タ
よ
り�

第
3
楽
章
、
第

4
楽
章�

ほ
か

【
出
演
】
チ
ェ
ロ
／
佐
々
木

賢
二
、
ピ
ア
ノ
／
菅
野
雄
太

【
日
時
】
6
月
22
日
㈫
11
時

30
分

力
、木
之
下
由
香
、車�

貴
玲
、

金
田
萌
果
、
田
渕
詩
乃

【
日
時
】
5
月
23
日
㈰
15
時
、

28
日
㈮
19
時
、29
日
㈯
15
時
、

30
日
㈰
11
時
・
15
時
、
6
月

１
日
㈫
15
時

※
30
日
㈰
は
音
声
ガ
イ
ド
付

き
公
演

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
3
5
0
0

円
、
大
学
生
・
専
門
学
校
生

2
5
0
0
円
、
高
校
生
以
下

2
0
0
0
円
（
全
席
指
定
）

竹澤恭子

　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団　

第
70
回
公
演

　
   

ス
カ
パ
ン
の
悪
だ
く
み

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

5
月
発
売
予
定
公
演

13
日
㈭
発
売

ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

チケットを購入されるお客様へ

高
校
生
以
下
1
0
0
0
円（
全

席
自
由
）

15
日
㈯
発
売

三世 茂山千之丞

　

第
一
線
で
活
躍
す
る
舞
台

人
、
作
家
、
評
論
家
の
方
々

な
ど
の
お
話
を
う
か
が
う
ピ

ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
開
館
当
時

か
ら
続
く
人
気
企
画
。
今
回

は
伝
統
の
舞
台
の
み
な
ら
ず

現
代
演
劇
や
得
意
の
英
語
を

活
か
し
た
＂
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

狂
言
師
＂
と
し
て
の
お
仕
事

な
ど
幅
広
い
活
躍
で
注
目
さ

れ
る
三
世
茂
山
千
之
丞
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。

【
聞
き
手
】
亀
岡
典
子
（
産
経

新
聞
文
化
部
編
集
委
員
）

【
日
時
】
6
月
5
日
㈰
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料
（
要
申
込
）

【
受
付
開
始
】
5
月
2
日
㈰

※
定
員
に
達
し
次
第
、
応
募

を
締
め
切
り
ま
す
。

☆
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
返
信
は
が
き
が

入
場
整
理
券
と
な
り
ま
す
。

※
文
字
が
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ

ン
は
不
可
。

☆
必
要
事
項

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数
（
ご
本
人

含
む
４
名
迄
）

 

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
文
化
セ
ミ
ナ
ー
�

  

狂
言
師  

三
世 

茂
山
千
之
丞
さ
ん
に
聞
く

　

鑑
賞
劇
場　

生
演
奏
で
紙
芝
居

　

  

グ
ッ
ド
ガ
ー
ル
・
シ
ン
シ
ア

   　
　
　
　

柳
家
喬
太
郎　

独
演
会

　
　
　

■
萬
谷
衣
里 

〜
ピ
ア
ニ
ス

ト
か
ら
の
贈
り
も
の

　

8
月
は
大
阪
出
身
・
日
欧

で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
萬

谷
衣
里
。
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ロ

マ
ン
派
ま
で
、
豊
か
な
感
性

と
高
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
Ｄ
．
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ

ィ
／
ソ
ナ
タ�

Ｋ
．
4
3
2
、

Ｋ
．
4
5
5
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

／
軍
隊
行
進
曲
（
タ
ウ
ジ
ヒ

編
曲
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
集�

よ
り�

第

1
番
、第
3
番
、第
5
番
（
ブ

ラ
ー
ム
ス
編
曲
ピ
ア
ノ
独
奏

版
）
ほ
か

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
萬
谷
衣
里

【
日
時
】
８
月
６
日
㈮
11
時

30
分

◇
◆
◇

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）

萬谷衣里

⒞松永学

ピッコロ劇団員
三坂賢二郎

14
日
㈮
発
売

   　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

竹
澤
恭
子 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
　
　

　

ド
イ
ツ
が
生
ん
だ
大
作
曲

家
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
曲
を
じ
っ
く
り
と
聴

く
、
秋
に
ぴ
っ
た
り
な
コ
ン

サ
ー
ト
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ソ
ナ
タ
の
中
で
も
特
に
人
気

の
高
い
3
曲
に
、
名
曲
中
の

名
曲
、
バ
ッ
ハ
の
「
シ
ャ
コ

ン
ヌ
」
を
挿
ん
だ
＂
3
大
Ｂ

い
い
と
こ
ど
り
＂
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

奏
で
る
の
は
世
界
的
に
活

躍
す
る
竹
澤
恭
子
。
渾
身
の

無
伴
奏
曲
に
加
え
、
室
内
楽

で
数
々
の
名
演
を
披
露
し
て

き
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
津
田
裕
也

と
と
も
に
奏
で
る
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
ソ
ナ
タ
で
、
大
作

曲
家
た
ち
の
世
界
へ
と
誘
っ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

【
曲
目
】
バ
ッ
ハ
／
無
伴
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ�

第
1
番
、
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
パ
ル
テ
ィ
ー
タ�

第

2
番
よ
り
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ�

第
5
番

「
春
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ�

第
1

番
「
雨
の
歌
」

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

竹
澤
恭
子
、
ピ
ア
ノ
／
津
田

裕
也

【
日
時
】
10
月
16
日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
3
0
0
0

円
、
Ｂ
席
1
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

佐々木賢二

　

新
た
な
才
能
を
ご
紹
介
！

小
学
生
時
代
か
ら
注
目
を
集

め
将
来
が
期
待
さ
れ
る
関
西

出
身
の
森
本
く
ん
。
関
本
昌

平
先
生
の
下
、
め
き
め
き
腕

を
上
げ
る
逸
材
の
、
技
巧
と

音
色
、
10
代
の
感
性
、
そ
の

才
能
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ

／
パ
ル
テ
ィ
ー
タ�

第
４
番
、

フ
ァ
リ
ャ
／
ベ
テ
ィ
カ
幻
想

曲
、ラ
ヴ
ェ
ル
／
組
曲
「
鏡
」

よ
り
「
道
化
師
の
朝
の
歌
」、

リ
ス
ト
編
曲
／
魔
王
（
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
）、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ�

第
28
番�

ほ
か

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
森
本
隼

太【日
時
】
11
月
6
日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
２
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

   　

キ
ャ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ

森
本
隼
太 

ピ
ア
ノ・リ
サ
イ
タ
ル

　
　
　

森本隼太

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。�
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣
席を空けない配席で販売します。

※マスクを着用されていない方はご入場でき
ません（マウスシールド不可）。�

※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発
熱がある方は入場をお断りさせていただき
ます。�

※来場者情報を把握するため、芸術文化セ
ンターでのチケットのご購入は芸術文化セ
ンター先行予約会員の登録（無料）が必
要です。�お一人様2枚までとさせていただ
きます。

※掲載の情報は、都合により変更になる可能
性がございます。最新の情報につきまして
は、当センターウェブサイト等をご確認く
ださい。

柳家喬太郎

　

C
utting�E

dge

（
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
・
エ
ッ
ジ
）
＝
最

先
端
。
刺
激
的
で
魅
惑
的
な

最
先
端
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
！

　

茂
山
家
の
若
手
５
名
か
ら

な
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
か
ら
の
更
な
る

飛
躍
を
目
指
し
、
昨
年
結
成

さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｋ
。
狂
言
の
様

式
美
、
確
か
な
演
技
力
、
茂

山
家
に
脈
々
と
伝
わ
る
柔
軟

で
自
由
な
芸
風
で
、＂
本
物
＂

か
つ
＂
最
先
端
＂
の
笑
い
を

お
届
け
し
ま
す
。

【
出
演
】
茂
山
千
五
郎
、
茂

山
宗
彦
、
茂
山�

茂
、
茂
山

逸
平
、
茂
山
千
之
丞

【
日
時
】
7
月
31
日
㈯
13
時

・
17
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
3
5
0
0

円
、
Ｂ
席
2
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）

   　

C

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

utting E

エ
ッ
ジ

dge K

キ

ョ

ウ

ゲ

ン

Y
O

G
EN

　
　
　

2020年公演より



毎月 1回 1日発行すずかけ・ ５ 月号⑸　令和３年５月1日

力
強
い
筆
遣
い
で
意
欲
的
に
制
作

第281回

令
和
２
年
度
亀
高
文
子
記
念
ー
赤
艸
社
賞
受
賞
者

美
術
作
家 

柴し
ば

田た

　
知ち

か

こ

佳
子
さ
ん
　

素
顔
拝
見

　

3
月
の
歴
代
受
賞
者
作
品

展
会
場
で
の
贈
呈
式
で
、
柴

田
さ
ん
は
喜
び
を
話
し
た
。

「
兵
庫
県
で
活
躍
し
尊
敬
す

る
作
家
の
方
々
が
受
賞
、
私

も
あ
こ
が
れ
て
い
た
立
派
な

賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
精
進
し
ま
す
」。

　

抽
象
表
現
主
義
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
抽
象
画
家
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
絵
を
描
き
、
見
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
美
術

史
な
ど
に
も
興
味
が
あ
り
美

術
に
か
か
わ
り
た
く
て
神
戸

大
学
教
育
学
部
美
術
科
を
卒

て
思
考
を
深
め
、
近
年
意
欲

的
に
活
動
。
作
家
の
内
心
が

色
と
な
り
形
と
な
り
、
作
品

に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

る
優
れ
た
美
術
家
で
あ
る
」

が
受
賞
の
理
由
。
綿
布
に
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
や
顔
料
で
描

く
大
作
が
多
く
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
筆
遣
い
と
白
を
巧
み

に
効
か
す
な
ど
色
遣
い
が
魅

力
的
だ
。
柴
田
さ
ん
は
強
調

す
る
。「
私
に
と
っ
て
絵
画

と
は
、
場
を
豊
か
に
す
る
契

機
で
す
。
絵
画
と
い
う
存
在

が
、
そ
の
中
に
人
を
招
き
入

戦
。「
絵
画
が
立
ち
上
が
る

瞬
間
を
同
じ
方
々
と
共
有
。

絵
と
場
の
関
係
に
関
し
新
し

い
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」「
今

後
も
大
作
制
作
に
励
み
ま

す
。
さ
ら
に
、い
つ
の
日
か
、

私
だ
け
の
空
間
を
設
け
、
そ

の
空
間
自
体
を
ア
ー
ト
に
す

る
夢
を
実
現
し
た
い
」
と
柴

田
さ
ん
。

　

バ
ス
釣
り
が
趣
味
。
ボ
ー

ト
を
持
ち
、
操
縦
免
許
も
取

得
ず
み
。
マ
イ
カ
ー
の
屋
根

業
し
、
同
大
学
院
美
術
教
育

研
究
科
を
修
了
。
制
作
技
術

は
自
ら
模
索
し
研け
ん
さ
ん鑽
を
重
ね

て
習
得
。
大�

学
院
の
時
か
ら

抽
象
画
家
を
目
指
し
て
制

作
、
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
で

発
表
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
校

で
非
常
勤
講
師
と
し
て
後
進

の
指
導
も
始
め

た
。
そ
の
後
、
結

婚
し
家
事
、
育
児

に
追
わ
れ
た
が
、

絵
筆
だ
け
は
離
さ

ず
グ
ル
ー
プ
展
に

出
展
を
続
け
た
。

　
「
作
品
と
空
間

と
の
関
係
に
つ
い

塚
市
内
の
料
理
旅
館
の
廃
墟

と
な
っ
た
大
浴
場
の
た
め
に

描
い
た
「
S
I
L
E
N
T�

R
O
C
K
」（
2
0
1
6
年

作
）。
素
焼
き
色
で
描
い
た

作
品
は
、
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
入

る
自
然
光
が
印
象
的
な
大
浴

場
に
展
示
後
、
大
阪
の
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
の
ホ
ー
ル
、
パ
リ

の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
は
、
グ

ラ
ン
・
パ
レ
の
天
井
の
下
で

も
展
示
。
全
く
異
な
っ
た
場

所
で
も
存
在
感
を
発
揮
し

た
。
ま
た
写
真
（
下
部
）
の

作
品
は
、
18
年
作
で
、
絵
画

大阪市出身。国立明石高等専
門学校でも非常勤講師を勤
める。「宝塚現代美術てん・て
ん」の常連作家。兵庫県展と
FACE展 2021（SOMPO美
術館）で入選。ギャラリー白、
コバヤシ画廊（東京・銀座）
など兵庫県内外で個展、グル
ープ展多数。宝塚市在住。

の
中
に
「
空
間
=
場
」
を
作

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
柴
田

さ
ん
は
「
見
る
人
が
作
品
に

共
感
す
る
時
、
画
面
に
は
特

別
な
時
間
が
湧
き
上
が
る
気

が
し
ま
す
。
私
は
甘
い
生
活

の
タ
イ
ト
ル
を
与
え
ま
し

た
」。「
か
つ
て
は
硬
質
の
抒

情
性
を
帯
び
て
い
た
が
、
近

作
で
は
暖
色
系
の
色
彩
を
浸

透
さ
せ
る
な
ど
で
馴
染
み
や

す
い
画
面
を
か
た
ち
づ
く
り

変
貌
し
つ
つ
あ
る
」
と
美
術

評
論
家
の
尾
崎
信
一
郎
氏
。

大
阪
で
公
開
制
作
に
も
挑

に
ボ
ー
ト
を
積
み
、
琵
琶

湖
、
岡
山
県
内
な
ど
各
地

に
バ
ス
を
求
め
て
出
か
け

る
。
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン

グ
も
。

　

大
阪
市
北
区
西
天
満
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
で
、
10
月

4
日
か
ら
8
日
ま
で
個
展

を
開
く
予
定
。
７
月
に
は

兵
庫
県
民
会
館
で
受
賞
記

念
展
が
行
わ
れ
る
。

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
現

実
の
場
を
変
貌ぼ
う
さ
せ
る
、

見
る
人
の
認
識
を
一
新

す
る
、
そ
ん
な
体
験
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

　

活
動
の
場
や
色
遣
い

は
多
彩
。「
絵
画
と
場
」

の
制
作
で
転
機
と
な
っ

た
の
が
、
今
は
な
い
宝

大阪市内のオフィスビル内での公
開制作。柴田さんは関係者が見
守る中、約40分間かけて描いた

歴代受賞者作品展に出展した「Dolce 
Vita」（甘い生活）と喜びの柴田さん=
神戸市の兵庫県民アートギャラリーで

日
本
篆
刻
展

◆ 

併
催 

第5回 

日
本
篆
刻
家
協
会
学
生
展

● 

特
別
展
観 

張
耕
源 

書
画
篆
刻
作
品

2021年

5/19 ㈬ ▶ 23 ㈰
10：00 ～ 17：00（入館 16：30まで）
               （最終日は 16：00終了）
兵庫県立美術館王子分館

（原田の森ギャラリー）
神戸市灘区原田通3丁目8-30
☎（0７8）801－1５９1
主 催・問い合せ先
日本篆刻家協会
大阪府池田市石橋2丁目2-10 牧野ビル203号
☎（0７2）７60－38５2
後 援
兵庫県・兵庫県教育委員会、神戸市・神戸市教育委員会
中国駐大阪総領事館、NPO法人大阪府日中友好協会
公益財団法人兵庫県芸術文化協会、神戸新聞社

入場無料 ◆ 

第
36
回
展 

理
事
以
上
役
員
・
上
位
入
賞
者
作
品

公募 第37回 親しめる生活美術書作品

一 東 書 道 会 展第73回

テーマテーマ「 日本の春 」「 日本の春 」
令和 3 年 5月28日㈮ 

▲ 30日㈰
10：00～ 17：00（最終日は16：00まで）

併催 阿部泰秀阿部泰秀　　　　 書作展　　　　　 書作展　１階特別展示室１階特別展示室内村明幹内村明幹
兵庫県民会館　県民アートギャラリー 1・2階
神戸市中央区下山手通4-16-3　☎︎（078）321-2131

主催/一東書道会　会長 井茂 圭洞　後援/神戸新聞社　兵庫県書作家協会

5
月
8
日
／
大
森�
花�

ソ
プ
ラ

ノ
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
12
日
／
尾
上
理
恵�
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
10
日
／
賀
茂
夏
来�

ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
21
日
／
小
原
綾
乃�

ハ
ー

プ
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
11
日
／
兵
庫
県
立
西
宮
高

等
学
校

　

兵
庫
県
民
会
館
で
は
、
毎
月

第
2
土
曜
日
14
時
か
ら
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

若
手
音
楽
家
へ
の
演
奏
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
さ
ま
に
気
軽
に
音
楽
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
入
場
は
無
料
で
す
。
昼

下
が
り
の
ひ
と
時
を
兵
庫
県
民

会
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

令
和
3
年
度

上
半
期
の
予
定　

兵庫県民会館
ロビーコンサート

令和3年度上半期のご案内

４月10日に開催した
木村モモギターコンサートの様子

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★ 〒6５0-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（公財） 兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX 07８· 321· 213９
eメール： sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

◆
私
は
か
つ
て
、
頴
川
美
術
館

文
化
講
座
の
会
員
と
し
て
、
美

術
館
で
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
「
無
一
文
」
な
ど
素
晴
ら
し

い
美
術
品
と
再
会
し
た
い
で
す
。

頴
川
美
術
館
の
美
術
品
を
県
に

保
存
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に

感
謝
で
す
。（
尼
崎
市
・
Ｉ
）

★
県
立
美
術
館
で
開
催
中
の「
頴

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
梅
舒
適
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
受
贈
記
念
展
」
の
特

別
鑑
賞
講
座
を
生
活
文
化
大
学

〈
短
期
講
座
〉
で
、
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
詳
細
は
2

面
）。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
事

務
局
）

◆
姫
路
と
言
え
ば
、
姫
路
城
と

圓
教
寺
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

し
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
重
要
文
化
財
が
多
数
あ

る
立
派
な
寺
や
神
社
が
あ
る
ん

◆
母
方
の
実
家
が
酒
屋
で
、
幼

少
期
は
祖
父
母
と
店
番
を
し
て

い
ま
し
た
。
顔
を
真
っ
赤
に
し
、

タ
バ
コ
を
ふ
か
し
た
怖
く
て
臭

い
立
ち
呑
み
客
を
間
近
に
見
て
、

大
人
の
一
面
を
垣
間
見
た
よ
う

で
ド
キ
ド
キ
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
立
ち

呑
み
に
は
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
こ
だ
ま
」
を
読
ん
で
ま
た
寄
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま

し
た
。（
大
阪
市
・
Ｓ
）

　

青
木
和
世
様
、
石
原
憲
一
郎

様
、
中
森
慶
余
様
、
㈱
柄
谷
工

務
店
代
表
取
締
役
社
長�

柄
谷

順
一
郎
様
、
菅
野
勝
視
様
、
前

田
竹
治
様
、
大
國
幸
子
様
、
林

祐
介
様
、
則
定
ま
り
様
、
㈱
林

建
設
様
、
岩
佐
順
子
様
、
正
垣

昭
彦
様
、
天
宅
美
子
様
、
藤
原

俊
平
様
、
青
木
一
弘
様
、
老
田

薫
様
、
芝
つ
や
こ
様
、
鎌
田
紀

子
様
、
大
垣
秀
和
様
、
大
槻
芳

岳
様
、
藤
間
莉
佳
子
様
、
土
井

周
子
様
、
河
上
由
巳
子
様
、
加

藤
信
治
様
、
海
野
美
知
子
様
、

珠
数
秀
美
様
、
直
井
満
子
様
、

な
か
せ
や
よ
い
様
、
坂
口
知
子

様
、
岸
田
真
佐
人
様
、
久
下
順

司
様
、
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者

懇
話
会
様
、
藤
井
恵
子
様
、
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
兵
庫
端
数
ク
ラ

ブ
様
、
井
口
紀
子
様
、
田
中
貞

之
様
＊
順
不
同

　

ご
厚
意
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
亀

高
文
子
記
念
―
赤
艸
社
賞
や
坂

井
時
忠
音
楽
賞
、
ふ
る
さ
と
文

化
賞
な
ど
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
等
へ
の
支
援
事
業
等
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
を

ご
寄
付
を

　

い
た
だ
い
た
方
々

　

い
た
だ
い
た
方
々

ご
寄
付
を

　

い
た
だ
い
た
方
々

で
す
ね
。
今
後
の
「
ひ
ょ
う
ご

の
国
宝
・
重
文
そ
ぞ
ろ
歩
き
」

が
楽
し
み
で
す
。（
西
宮
市
・
Ｉ
）

◆
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
の
世
の
中
で

も
負
け
ず
に
芸
術
に
親
し
み
、

日
々
生
き
る
糧
に
し
た
い
も
の

で
す
。
逆
に
こ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
芸
術
で
し
ょ
う
か
。（
神
戸

市
・
Ｓ
）

◆
コ
ロ
ナ
に
め
げ
て
い
て
は
残
り

少
な
い
人
生
な
の
に
…
と
、先
般
、

明
石
文
化
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
入
場
予
約
、
人
数
制
限
も

さ
れ
て
い
て
安
心
し
て
堂
本
印

象
さ
ん
の
絵
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。（
赤
穂
市
・
Ｍ
）

★
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
オ
ン

ラ
イ
ン
鑑
賞
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
世
界
の
名
作
が
じ
っ
く
り

堪
能
で
き
ま
す
。�

兵
庫
県
民
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「W

alk

３
６

0
」も
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

（
編
集
部
）

今年3月の亀高文子記念―
赤艸社賞歴代受賞者作品展
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  地域の文化情報

人と防災未来センター

「ＢＯＳＡＩサイエンスフィールド」
リニューアルオープン

神 戸

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

本
尊
の
秘
仏
、
十
一
面
観
音
立
像
を
公
開
中

﹁
豪
胆
﹂
四
代
目
西
村
佐
兵
衛
、　
　

大
震
災
復
興
に
尽
力

大
学
）
の
人
脈
を
フ
ル
に
生

か
し
て
最
新
の
知
見
を
持
つ

人
た
ち
に
デ
ザ
イ
ン
を
頼
み

ま
し
た
。

　

近
年
の
豪
雨
で
も
、
大
谿

崎
の
い
ま
と
む
か
し
を
雄
弁

に
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

大
谿
川
の
川
沿
い
に
あ
る

お
菓
子
の
お
店
、
豊
岡
わ
こ

う
堂
城
崎
温
泉
店
で
ち
か
ご

ろ
評
判
の
「
ふ
わ
っ
と
ろ
っ

し
ゃ
大
福
」を
食
し
ま
し
た
。

大
福
の
中
に
果
物
が
包
ん
で

あ
り
ま
す
。

　

ほ
お
ば
る
と
、
イ
チ
ゴ
の

芳
香
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
す
。

　
「
ふ
わ
っ
と
ろ
っ
し
ゃ
」

は
、
お
と
ろ
し
い
（
お
そ
ろ

し
い
の
方
言
）「
お
っ
と
ろ

っ
し
ゃ
」
に
、
大
福
の
食
感

「
ふ
わ
っ
と
」
を
重
ね
た
の

だ
と
い
い
ま
す
。

重厚な雰囲気をかもす温泉寺本堂

公開中の温泉寺本尊
十一面観音立像

町民を励ます第
４代西村屋、西
村佐兵衛・町長

（当時）

ふわっとろっしゃ大福

小川祐章
温泉寺住職

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
に

戻
り
、
駐
車
場
そ
ば
の
銅
像

と
石
碑
に
見
入
り
ま
し
た
。

像
は
、
旅
館
西
村
屋
の
四
代

目
、西
村
佐
兵
衛（
1
8
8
2

～
1
9
6
1
）、
石
碑
は
顕

彰
碑
で
す
。

　
『
城
崎
町
史
』（
1
9
8
8

年
）は
四
代
目
佐
兵
衛
を「
豪

胆
な
名
望
家
」
と
評
し
て
い

天
竺
様
の

三
様
式
が

絶
妙
に
融

和
し
た
入

母
屋
造
り

と
さ
れ
ま

す
。

チ
コ
ピ
ー
で
す
。

　

温
泉
街
の
な
か
に
あ

る
城
崎
文
芸
館
は
、
落

ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い

を
み
せ
ま
す
。

1
階
に
あ
る
「
外
湯

今
昔
」
の
写
真
が
、
城

豊
岡
市
城
崎
町
の
温
泉
寺

は
、
大
師
山
の
中
腹
に
あ
り

ま
す
。
城
崎
温
泉
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
で
3
分
、
温
泉
寺
駅
で

降
り
る
と
目
の
前
で
す
。

　

住
職
の
小
川
祐
章
さ
ん

（
45
）
が
国
指
定
重
要
文
化

財
の
本
尊
、
十
一
面
観
音
立

像
へ
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
さ
2
㍍
余
り
、「
平
安

朝
初
期
の
落
ち
着
い
た
作

風
」
と
資
料
に
は
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

仏
像
の
ほ
ほ
は
ふ
っ
く
ら

と
し
て
い
て
、
や
さ
し
げ
に

見
え
ま
す
。

「
ヒ
ノ
キ
の
一い
ち
ぼ
く木
造づ
く
り

で
す
」

　

小
川
住
職
が
熱
を
込
め
ま

す
。

　
「
鉈な
た
彫ぼ

り
、
と
い
う
手
法

で
す
。手
の
指
も
一
本
ず
つ
、

木
か
ら
掘
り
出
し
て
い
ま
す
」

　

作
者
は
、
中
国
か
ら
の
渡

来
人
で
大
阪
・
河
内
の
仏

師
、
稽け
い
ぶ
ん文
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
尊
を
置
い
て
い
る
本
堂

も
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で

す
。
南
北
朝
時
代
を
代
表
す

る
建
築
で
す
。
和
様
、唐
様
、

城崎、温泉寺
（豊岡市）

ま
す
。

1
9
2
5
（
大
正
14
）
年

5
月
23
日
午
前
11
時
10
分
ご

ろ
、
城
崎
温
泉
を
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7
・
0
の
烈
震
が
襲

い
ま
す
。
時
刻
は
昼
ご
飯
の

支
度
を
し
て
い
る
こ
ろ
、
街

は
猛
火
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
時
町
長
だ
っ
た
佐
兵
衛

は
自
宅
が
燃
え
る
の
も
か
え

り
み
ず
、
だ
ぶ
だ
ぶ
の
オ
ー

バ
ー
に
た
す
き
掛
け
、
袖
を

ま
く
り
、地
下
足
袋
を
は
き
、

町
民
を
励
ま
し
て
歩
き
ま
す
。

　

復
興
工
事
で
は
、
毎
年
水

が
あ
ふ
れ
て
い
た
大お
お
た
に
が
わ

谿
川
の

幅
と
深
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
2
倍

以
上
に
し
、
道
路
は
2
～
3

倍
に
広
げ
て
直
線
化
。
街
づ

く
り
で
は
か
つ
て
学
ん
だ
東

京
専
門
学
校
（
今
の
早
稲
田

川
は
び
く
と
も
し

ま
せ
ん
。

　
「
大
震
災
の
こ

と
は
話
さ
な
か
っ

た
」

　

孫
で
六
代
目
の

西
村
屋
会
長
、
肇

さ
ん（
76
）
は
昔

を
振
り
返
り
ま
し

た
。
城
崎
町
が
豊

岡
市
と
合
併
し
た
時
の
、
最

後
の
町
長
を
務
め
ま
し
た
。

「
ス
リ
ッ
パ
を
そ
ろ
え
ろ
、

と
言
わ
れ
て
ね
。
同
じ
こ
と

を
私
も
い
ま
言
っ
て
い
る
」

　

志
賀
直
哉
の『
城
崎
に
て
』

は
、広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
歴
史
と
文
学
と
い
で
湯
の

街
」。
城
崎
温
泉
の
キ
ャ
ッ

　

当
協
会
友
の
会
特
典
施
設

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の

東
館
3
階
が
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

　

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
体

験
し
な
が
ら
学
べ
る
「
ジ
オ

＆
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
」
や
、
災

害
の
脅
威
を
疑
似
体
験
で
き

る
「
ハ
ザ
ー
ド
Ｖ
Ｒ
ポ
ー

ト
」、
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ

た
住
居
や
コ
ン
ビ
ニ
で
災
害

時
の
避
難
行
動
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
様
々
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
」
な

ど
、
6
つ
の
エ
リ
ア
で
楽
し

み
な
が
ら
最
新
の
防
災
知
識

が
学
べ
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
と

き
、
自
分
や
大
切
な
人
た
ち

の
命
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
行
動
を
取
れ
ば
良
い
の

か
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
自

分
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
せ

ん
か
。

【
開
館
時
間
】
9
時
30
分
～

17
時
30
分
、
た
だ
し
、
7
月

～
9
月
は
～
18
時
、
金
・
土

曜
日
は
～
19
時
（
入
館
は
閉

館
の
1
時
間
前
ま
で
）

【
休
館
日
︼
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
）

【
入
館
料
】
大
人
6
0
0
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は

4
5
0
円
）、
大
学
生
4
5
0

円
、
70
歳
以
上
3
0
0
円
、

高
校
生
以
下
無
料
＊
毎
月
17

日
は
入
館
無
料
（
17
日
が
月

曜
日
の
場
合
は
翌
18
日
）

【
場
所
】
阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
脇
浜

海
岸
通
1
￨

5
￨

2
）
☎

0
7
8
・
2
6
2
・
5
0
5
0

【
ア
ク
セ
ス
】阪
神
電
鉄
「
岩

屋
駅
」「
春
日
野
道
駅
」
か

ら
徒
歩
約
10
分
、
Ｊ
Ｒ
「
灘

駅
」
南
口
か
ら
徒
歩
12
分

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
入
場
券
を

抽
選
で
5
組
10
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
応
募
方
法
は
本
紙
3

面
。
12
日
㈬
必
着

※
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
兵

庫
県
の
対
処
方
針
に
基
づ

き
、5
月
11
日
ま
で
（
予
定
）

臨
時
休
館
し
て
い
ま
す
。
最

新
情
報
は
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ジオ＆スカイホール

ミッションルーム

JR城崎温泉駅

山陰本線

城崎
温泉
ロー
プウ
ェイ

山麓駅山麓駅温泉寺温泉寺 ●城崎文芸館●城崎文芸館

豊岡わこう堂
城崎温泉店
豊岡わこう堂
城崎温泉店

●●

温泉寺駅温泉寺駅
山上駅山上駅
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西
村
屋
第
６
代

　
　

西
村
肇
・
会
長

▼
温
泉
寺
=
豊
岡
市
城
崎
町
湯

島
９
８
５
の
２
。Ｊ
Ｒ
城
崎
温

泉
駅
か
ら
歩
約
20
分
。国
の
重

要
文
化
財
指
定
は
ほ
か
に
、千

手
観
音
立
像
、宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん
と
う塔
が

あ
る
。本
尊
は
33
年
ご
と
の
公

開
だ
が
、城
崎
温
泉
開
湯（
養

老
４
年
=
７
２
０
年
）千
三
百

年
記
念
だ
っ
た
去
年
と
あ
わ
せ

て
、今
年
10
月
31
日
ま
で
公
開

す
る
。高
校
生
以
上
３
０
０
円
。

中
学
生
ま
で
は
無
料
。拝
観
時

間
は
９
時
〜
17
時
。無
休
。

▼
城
崎
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
=

豊
岡
市
城
崎
町
湯
島
８
０
６

の
１
。大
師
山
上
駅
ま
で
往
復

大
人（
中
学
生
以
上
）９
１
０

円
、小
人（
６
歳
以
上
）４
６
０

円
。
温
泉
寺
駅
往
復
大
人

５
７
０
円
、小
人
２
８
０
円
。

５
月
1８
日
か
ら
６
月
16
日
ま

で
休
業
。☎
０
７
９
６
・
32
・

２
５
３
０

▼
城
崎
文
芸
館
=
豊
岡
市
城

崎
町
湯
島
３
５
７
の
１
。９
時

〜
17
時
。水
曜
定
休
。Ｊ
Ｒ
城

崎
温
泉
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。

大
人
５
０
０
円
、中
学
高
校
生

３
０
０
円
。☎
０
７
９
６
・
32
・

２
５
７
５

▼
豊
岡
わ
こ
う
堂
城
崎
温
泉

店
=
豊
岡
市
城
崎
町
湯
島

2
5
6
。Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
か
ら

徒
歩
5
分
。オ
ン
シ
ー
ズ
ン
9

時
半
〜
1８
時
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン

10
時
〜
17
時
半
。水
曜
定
休
。

☎
0
7
9
6・
32
・0
0
2
5


